
l  l欄[鐵劃翻聯

糞讐『■事
=,ξ

雪ダ言ど「‐輩111T,築11率111111量,,111テス皇1:J
～
||||る●

"そ

す|‐ |||||||■||‐
‐
||||■ |||||■ |■

|‐ ||||■|■ |||| ‐|
一方で、|メ ディアは差別や偏見をなくす大きな力を持うています:‐ なぜならヽ 「‐差lllが |あ る.こ

|と を1矢ロ
らない」、「多1様性やマイノリティに対する理解がない」ことが差別を生んでぃるからです:差男1をなく
すには「差別がある」という問題を「差別をなくすために」伝えることが必要なのです。

世界人権宣言 71周年記念大阪集会では、表現の自由を前提に、メディアは差別問題をどのように伝
えるべきか、昨年、インターネット丁V(Abema tt v)で 放送された『Wの悲喜劇
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を取り上げた番組や、当事者団体の連合体である「LGBT法連合会」と記者有志で作成した「LGBT報道
ガイ ドライン」をもとに考えたいと思います。

A鶴◎酷畿可袢「Wのは肋財 襲
莉褥けてす二扮"で畿え馘っ驚こと

な鱚 繹貪 ≪しゃ鑢ひろみ鶴≫纏ん≪鰺はずィレクター。な出。ジイター》

92年テレビ朝日入社。社会部記者、ディレクターを経てプロデューサーに。海外取材を多<手がけ

る。また、∧bema丁∨のサービス立ち上|ずに参画、「AbemaPttme」 、「Wの悲喜劇」などの番組を

企画・プロデュース。2019年 8月独立後は多メディアで活動。公共コミュニケーシ∃ン学会会員。

「M彎ず鶴鉤、暮れはね写――雉鍾作つ鸞『激睫褥W辣嗽ガイドライン趙

燿沢 楔褥鶉 ≪ぶり塞ゎみ瞼寵》さ鼈 ≪獨圏畿同趙逹》

2007年、毎日新聞社入社。山口支局、東京本社社会部、横浜支局などを経て、<ら し医療部所属。

2015年頃から性的マイノリティーについての取材に取り組む。東京大学大学院学際情報学府修士

課程 1年。
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大阪市立東成区民センター大ホール

【後援】 反差別国際運動日本委員会 (IMADR―JC) 1魃
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